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1 は じ め に

秋田県は耕地面積の半分以 Lが排水性の低い低湿重粘土

水田である。今日の30%を超える転作率に見られるような

米の生産過剰の状況においては,排水性の低い重粘土水田

でもよリー層の畑転換が求められており,収益性の高い畑

作物・野菜を導入した大規模複合経営の定着を図る必要が

ある。そこで,低湿重粘土水日の畑地化を促進する方法と

して,転換前に不耕起移植水稲栽培を導入 し,圃場の排水

性を高め,転換作物の生育・収量の向上を図ることを目的

とした。今回は,農家圃場で不耕起移植栽培を 2年行った

後,カ ボチャを栽培した例について報告する。

2試 験 方 法

不耕起移植水稲栽培を 2年行った転換畑と,対照として

隣接する普通代かき移植水稲栽培後の転換畑でカポチャを

栽培し,土壊断面形態,土壌の理化学性を比較した。また
,

カボチャの生育・収量及び収穫時期と販売高を調査 した。

調査圃場は秋田県大潟村農家圃場 (一筆 =1 25ha)で
,

細粒質グライ化灰色低地土,強粘質 (3次案)である。暗

渠施工は1978年頃で,1988と 1989年 にメロンを作付してい

る。明渠は91n間隔,約40cm深 で前年秋に施工した。

カボチャの耕種概要を表 1に示 した。

表 1 カボチャの耕種概要

施肥・耕起 :4/23,26
N― P,06-K,0:14-53-16(kg/10a)

定植 :4/29-5/5
追肥 :5/28 尿素 N:84(kg/10a)
収穫 :7/28-8/22

3 試験結果及び考察

0)土壌の断面形態

不耕起後の 1層目の土色及びジピリジル反応は対照の代

かき後に比べ酸化的であった。また.不耕起後では 1層 目

は弱い粒状構造が発達 していたが,代かき後では発達程度

が弱かった。また,不耕起後では2層日も極弱い角塊状構

造が発達 していたが,代かき後では壁状であった。両圃場

とも3,4層 目に構造の発達と亀裂が認められたが,こ れ

は,10年前にメロンを作付した時に圃場が乾燥 したためと

推定される (表 2)。 不耕起後の 1層 目の砕土は良好だっ

たが,代かき後の 1層 目は耕起時に練った跡が見られ,大

きな土塊に小さな土塊が丸め込まれていた。

表2 水稲代かき,不耕起移植栽培後の土壌断面形態

深さ  土 色  構 造  ジピリジル

cn           反  応

不耕起後 1 0-1625Y3/3弱 度粒状   +
2 16-28 5Y4/1極 弱角塊   +
3 28-40 5Y4/1極 弱角塊   +
4 40-54 5Y4/2中 度角柱   ±

代かき後 1 0-1475Y4/1極 弱粒状   ++
2 14-25 5Y4/1壁 状     =
3 25-41 5Y4/1 中度角塊   =
4 41-54 10Y4/1壁状(角柱)  ±

注 1998年 6月 23日調査

12)土壌の理化学性

不耕起後の 1層 目は代かき後に比べ,粗孔隙が多く透水

係数の範囲も-2乗のオーダーで,透水性が良好だった。

代かき後の 2層 日は水田時の耕盤にあたる部分であり,壁

状構造で透水係数も-7か ら-8乗のオーダーで,不耕起

後に比べ透水性が悪かった (表 3)。

表3 水稲代かき,不耕起移植栽培後の土壌の理化学

性 (そ の1)
~   

深さ 固相 液相 気相 粗孔隙 透水係数

m  %  %  %  %  範囲(m/S)
不耕起後1 0-16235 408 357 334 -2～ -2

2 16-28 371 630  02  00 -4～ -7
代かき後1 0-14313 603 84 66 -3～ -6

2 14-25 370 635  08  06 -7～ -8
注 1998年 6月 23日採取,粗孔隙 :pFO-18

透水係数は乗数のみ表示

不耕起後の 1層日は代かき後と比べ,畑地化指数には差

はなかったが,pF1 8含水比が低く,水中沈定容積 も幾分

小さく,ま た,pH 3酢酸パッファーで抽出される活性鉄

も低 く,畑地化が進んでいた (表 4)。

(31カ ボチャの生育・収量と販売高

6月 16日 のカボチャの生育は,地表部,根部とも不耕起

後で旺盛だった。また,不耕起後は排水も良好で, 6月 16

日の直前 1週間に70Ш ,前 日にも20mmの降雨があったが
,
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表4 水稲代かき,不耕起移植栽培後の土壌の理化学

性 (そ の 2)

塑性限界  pF1 8  畑Ⅲヒ 沈定容積  活性鉄

%   含水比  指数  ■ι/g 延/100g

不耕起後 1 502  698  072  271  311
2    52 6    682     0 77    2 71     31 2

代かき後 1 549  779  071  297  485

旬以降の収穫となった。総収量は不耕起後では代かき後に

比べ15倍になり,特に,良品果の収量は2倍 となった (表

5)。

さらに,不耕起後では収穫がお盆前の有利な価格の時に

集中し,販売高は代かき後の3倍にもなり収益性が良かっ

た (表 6)。

表6 カボチャの時期別販売高 (円/10a)

時期 販売高

不耕起後

60,500

90,800

2   463    685    068    3 10    356

注 1998年 6月 23日採取

畑地化指数 :塑性限界/pF1 8含水比

活性鉄 :pH 3酢酸バッファー抽出

不耕起後の明渠の水位は地表か ら-35cm,代かき後では

-23alであった (図 1)。

不耕起後では収穫時期が代かき後に比べ 1～ 2週間早ま

り,7月 下旬からの収穫となったが,代かき後では8月 中

表 5 カボチャの時期別収量 (kg/10a)

1):出荷時期
2):カ ッコ内は代かき後をllXlと した割合

4 ま

①不耕起移植水稲栽培後の転換畑は普通代かき移植水稲

栽培後の圃場に比べ,構造が発達 し,孔隙が多 くなるなど

排水性が良くなった。

②特に,圃場の乾燥が進まない4月 に乾燥が進み,砕土

性が高まったと推定された。

③このため,カ ボチャの生育は増進し,収穫時期が早ま

り収量も向上 した。また,収穫時期が早まったため有利な

価格で販売できた。

8/3-8/5
8/6-8/13

17-

め

ZL

不耕起後 (明渠の水位は地表から-35cI)         代かき後 (明渠の水位は地表から-23cI)

図 1 カボチャの生育状況 (1998年 6月 16日 ,直前 1週間に70mmの雨)
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